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▶
追
悼
の
言
葉
を
述
べ
る
上
田
さ
ん

▶
溝
口
知
事
か
ら
表
彰
状
を
受
け
取
る
山
本
さ
ん（
右
）

▲首席に輝いた「ふくこ４」号

▲手際よく発送作業が行われました ▲趣意書と目録を手渡す内田代表理事組合長（右）

世
界
平
和
を
願
っ
て
　
戦
没
者
追
悼
式

平
成
二
十
六
年
度
　
奥
出
雲
町
肉
用
種
牛
共
進
会

地区
横田

八川

鳥上

阿井

横田

馬木

鳥上

出品者
福田　保夫

部田　泰久

福本　成美

金倉　弘美

石原　　勝

佐佐木幸雄

荒川　佳史

名号

阿井支部

ふくこ４

もえか

すみれ

ふくひら１

うめゆり３

ゆりはな３

たかふく

順位
特選賞  首席

特選賞  ２席

特選賞  ３席

特選賞  ４席

特選賞  ５席

特選賞  ６席

特選賞  ７席

団体優勝
▲被害状況について話す松井市長（右）
　と勝田町長（左）

こ
れ
か
ら
も
お
元
気
で

　

先
の
大
戦
で
犠
牲
に
な
ら
れ
た
戦
没

者
の
冥
福
と
恒
久
平
和
を
祈
る
「
奥
出

雲
町
戦
没
者
追
悼
式
」
が
九
月
十
三

日
、
町
と
社
会
福
祉
協
議
会
の
主
催

で
、
横
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
、
各
地
区
の
遺
族
会
会
員

な
ど
約
二
百
五
十
人
が
参
列
し
、
八
百

九
十
三
柱
の
英
霊
を
偲
び
ま
し
た
。

　

遺
族
を
代
表
し
て
八
川
地
区
遺
族
会

の
上
田
由
美
さ
ん
が
「
我
が
国
の
今
日

の
平
和
と
発
展
は
、
祖
国
を
思
い
家
族

を
愛
し
つ
つ
戦
場
に
散
っ
た
尊
い
犠
牲

の
上
に
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と
を
、
決

　

九
月
十
一
日
、
仁
多
中
央
家
畜
集
合

所
に
お
い
て
、
平
成
二
十
六
年
度
奥
出

雲
町
肉
用
種
牛
共
進
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

出
品
さ
れ
た
の
は
、
子
牛
共
進
会
等

で
優
秀
と
評
価
さ
れ
、
農
家
に
保
留
し

て
大
切
に
育
て
ら
れ
た
メ
ス
牛
。
黒
光

り
し
た
美
し
い
毛
並
み
の
十
七
頭
が
町

内
か
ら
出
品
さ
れ
、
県
や
関
係
機
関
の

審
査
員
に
よ
っ
て
個
体
審
査
、
比
較
審

査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
共
進
会
の
上
位
七
席
は
、
島
根

県
種
畜
共
進
会
に
町
の
代
表
と
し
て
出

品
さ
れ
ま
す
。

～
*～
*～
*～
*～
*～
*～
*～
*～
*～
*～
*～
*～
*～
*～
*～
*～
*～
*～
*～
*～
*～
*～
*～
*～
*～
*～
*～
*～
*～
*～
～
*～
*～
*～
*

～
*～
*～
*～
*～
*～
*～
*～
*～
*～
*～
*～
*～
*～
*～
*～
*～
*～
*～
*～
*～
*～
*～
*

～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～

し
て
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
世
界
各
地

で
は
依
然
と
し
て
テ
ロ
や
紛
争
が
絶
え

ず
、
世
界
平
和
の
訪
れ
を
願
い
ま
す
」

と
追
悼
の
言
葉
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
参
列
者
全
員
で
献
花
を
し
、

平
和
へ
の
誓
い
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

九
月
十
八
日
、
奥
出
雲
仁
多
米（
株
）

で
平
成
二
十
六
年
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
初

出
荷
式
が
行
わ
れ
、
約
十
一
㌧
の
新
米

が
ト
ラ
ッ
ク
三
台
に
積
み
込
ま
れ
、
主

に
関
東
に
向
け
て
発
送
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
夏
の
日
照
不
足
に
よ
り
、
収

穫
時
期
が
昨
年
よ
り
や
や
遅
れ
ま
し
た

が
、
東
の
米
ど
こ
ろ
に
先
駆
け
よ
う

と
、
初
出
荷
は
一
週
間
早
め
。
年
間
で

千
二
百
五
十
㌧
、
約
六
億
円
の
売
り
上

げ
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

　

「
楽
し
み
に
待
っ
て
い
る
お
客
さ
ん

の
た
め
に
安
全
に
届
け
て
く
だ
さ
い
」

と
社
員
か
ら
ド
ラ
イ
バ
ー
に
新
米
が
贈

呈
さ
れ
、
拍
手
で
ト
ラ
ッ
ク
を
見
送
り

ま
し
た
。

「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」新
米
初
出
荷

奥
出
雲
仁
多
米（
株
）

　

心
身
と
も
に
健
康
で
、
社
会
と
関
わ

り
を
持
ち
な
が
ら
生
活
す
る
百
歳
以
上

の
ご
長
寿
を
県
知
事
が
表
彰
す
る
「
し

ま
ね
健
康
超
寿
者
」
に
山
本
ア
サ
ノ
さ

ん
（
三
成
）
が
選
ば
れ
、
九
月
十
日
、

溝
口
善
兵
衛
知
事
が
山
本
さ
ん
宅
を
訪

問
し
、
表
彰
状
と
記
念
品
を
贈
呈
さ
れ

ま
し
た
。

　

山
本
さ
ん
は
、
知
事
か
ら
表
彰
状
を

受
け
取
ら
れ
る
と
大
変
喜
ば
れ
、
日
常

の
過
ご
し
方
な
ど
を
笑
顔
で
話
さ
れ
ま

し
た
。
山
本
さ
ん
の
他
に
県
内
の
四
人

の
方
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

九
月
十
一
日
、
勝
田
副
町
長
（
当

時
）
と
安
部
教
育
長
が
、
百
歳
を
迎
え

ら
れ
る
ご
長
寿
の
方
を
訪
問
し
、
内
閣

総
理
大
臣
か
ら
の
祝
詞
と
銀
盃
、
町
か

ら
の
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

「
こ
れ
か
ら
も
元
気
に
長
生
き
し
て

く
だ
さ
い
」
と
声
を
か
け
る
と
、
皆
さ

ん
笑
顔
で
記
念
品
を
受
け
取
ら
れ
ま
し

た
。

　

今
年
は
次
の
方
が
お
祝
い
を
受
け
ら

れ
ま
し
た
。

　

藤
井
シ
エ
コ　

さ
ん
（
八
代
）

　

石
原　

松
代　

さ
ん
（
八
代
）

　

恩
田
マ
ツ
ヨ　

さ
ん
（
三
成
）

　

石
原
シ
ゲ
ノ　

さ
ん
（
上
阿
井
）

　

稲
田　

ト
ミ　

さ
ん
（
上
阿
井
）

　

眞
田
ト
キ
エ　

さ
ん
（
上
阿
井
）

　

藤
原
ナ
ツ
ヨ　

さ
ん
（
下
阿
井
）

　

安
部
ミ
ツ
ノ　

さ
ん
（
稲
原
）

　

和
泉　

勝
喜　

さ
ん
（
横
田
）

　

福
田　

勝
代　

さ
ん
（
中
村
）

「
健
康
超
寿
者
」を
県
知
事
が
お
祝
い

百
歳
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

こ
れ
か
ら
も
お
元
気
で

　

広
島
市
北
部
で
八
月
二
十
日
に
発
生

し
た
大
規
模
な
土
砂
災
害
で
は
、
七
十

四
名
の
尊
い
命
が
奪
わ
れ
、
多
く
の
家

屋
が
が
れ
き
や
土
砂
に
埋
ま
る
な
ど
甚

大
な
被
害
を
及
ぼ
し
ま
し
た
。

　

秋
の
交
通
安
全
運
動
に
併
せ
、
Ｊ
Ａ

雲
南
と
共
済
連
島
根
か
ら
奥
出
雲
町
に

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
七
基
が
寄
贈
さ
れ
ま
し

た
。

　

九
月
二
十
四
日
、
Ｊ
Ａ
雲
南
の
内
田

孝
志
代
表
理
事
組
合
長
が
役
場
を
訪

れ
、
人
命
保
護
と
被
害
の
軽
減
を
願
う

趣
意
書
と
目
録
を
勝
田
町
長
に
手
渡
し

ま
し
た
。

　

今
回
寄
贈
さ
れ
た
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー

は
、
各
地
区
か
ら
の
要
望
な
ど
を
考
慮

し
て
順
次
設
置
し
、
交
通
事
故
防
止
に

役
立
て
ら
れ
ま
す
。

　

テ
レ
ビ
に
映
し
出
さ
れ
た
現
場
の
悲

惨
な
状
況
は
、
私
た
ち
に
自
然
災
害
の

恐
ろ
し
さ
と
、
日
頃
の
防
災
意
識
の
大

切
さ
を
痛
感
さ
せ
ま
し
た
。

　

九
月
二
十
五
日
、
勝
田
町
長
が
広
島

市
役
所
を
訪
れ
、
松
井
一
美
市
長
に

「
広
島
市
内
に
は
奥
出
雲
町
出
身
者
も

多
く
、
大
変
心
が
痛
ん
だ
。
地
域
の

方
々
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
日
が
早
く

訪
れ
る
こ
と
を
願
う
」
と
町
か
ら
の
見

舞
金
百
万
円
を
贈
り
ま
し
た
。

　

松
井
市
長
か
ら
被
害
状
況
の
説
明
が

あ
り
「
見
舞
金
は
被
災
者
の
た
め
に
有

効
に
使
い
た
い
」
と
お
礼
を
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。

　

被
害
に
あ
わ
れ
た
皆
様
に
心
よ
り
お

見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

広
島
市
の
復
興
を
支
援

カ
�
ブ
ミ
ラ
�
七
基
を
寄
贈

長
寿
を
お
祝
い


